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浦和
分会

「 主体性」  ～全員で考え、行動し 、
 　 働き やすい風土を作っていきます～

第10 期前半（ 2 0 2 2 年1 0 月～2 0 2 3 年9 月）

「 VOIC E サイ ク ルの仕組みの定着」　

～課題の可視化と 進捗管理を 共通化し ていき 、 自ら 改善に動ける 仕組みを 構築し ていき ます～

●組合役員が、 受け身の活動から 主体的な活動へと 転換をし ていき ます。

　 ➡役員全員で課題の共有と 方向性を明確にし 、 活動の進捗を確認し ていき ます。

●組合役員全員で結果を意識し ていき ます。

　 ➡役員全員で、 解決に向けて考え行動し ていきます。

・  浦和店の組合活動の可視化の為、 V O IC E サイ ク ルカ レ ン ダーを 作成し 、 取り 組み課題の可視化と

進捗を 役員の中で共通化し ていき ます。

　 ➡ 各課題に対し て役員内で担当を 決め、 それぞれの課題毎（ 個別）に活動を 行い、 毎月の職場委員会

で報告、 翌月の活動へと 繋げていき ます。

・  合同職場委員会を 定期開催し 、 他店の好事例を 共有し 、 自店の課題解決の一助と な る よ う に、

VOICE サイ ク ルの一つの打ち手と し ていき ます。

●会社に対し て能動的な組合発信を 行っ ていき ます。 課題に対し ての組合の意志、 考えを

事前に会社に伝え、 組合から 意見をし ていく 協議体制を基本と し ていき ます。

・  月1 回の職場懇話会前の事前ミ ーティ ン グを 実施し 、 各議題の組合の意志を 伝え議論の方向性を 明

確にし ていき ます。

・  店長と の月1 回の情報交換を 実施し 、 経営の意見 の確認と 、 相互理解を 進めていき ます。

・  ボト ムアッ プで出た課題に対し て、 会社経営まで伝える べき 内容は、 基幹会議を 通じ て支部全体の

活動へと 繋げていき ます。

●浦和店のメ ン バーに組合を 頼っ ても ら える 存在になる 為に、 組合活動の浸透強化を 図っ

ていき ます。

・  VO ICE サイ ク ルの進捗定期発信

　 ➡VOICE サイ ク ルカ レ ンダーと 連動し た「 浦和U N ION 通信」 定期発信し ていき ます。

　 ➡ メ ン バーの組合活動への関心度向上に繋げ、 店舗の現場課題解決に向けた動き の理解促進を 行っ

ていき ます。

第10 期活動テーマ

■活動目標・ 具体的アク ショ ン

■重点取り 組み

VOICE サイク ル

（ 現場活動）

経営対策

広報活動
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